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〈特別活動〉 
仲間とともに進路を切り開く力を育てる学級活動 

～進路学習を意識した学級通信を利用した話し合い活動を中心に～ 
 

宜野湾市立嘉数中学 教諭   堀 田 朋 代 
 

Ⅰ テーマ設定の理由 
現代社会の問題のひとつとして、フリーターやニートの増加があげられる。社会が大きく変化する中、

就業・社会参加の意欲の低下、目的達成意欲の低下などが原因として考えられ、キャリア教育の必要性が

増している。特に、学校生活を経て社会に進む中で、「自分自身がどう生きていくか」を考えさせ、目標に

向かって生徒自身が成長することを援助する進路指導の役割は重要であると考える。 
文部科学省のキャリア教育を受けた『若者自立・挑戦プラン』の中に、「児童生徒が進路を主体的に選

択・計画し、その後もよりよく適応・進歩できる資質や能力を伸長する」ことがうたわれている。現代社

会の問題点のひとつとしてあげられているフリーターやニートの増加という問題は、多くの場合、社会生

活や人間関係への不適応、少子・高齢化の中で進路を考えることより進学を最優先に考える傾向にあるこ

と、また、親離れや精神的自立を促さないことが大きな要因としてあげられている。 
文部科学省の『キャリア教育』や『若者自立・挑戦プラン』は、その解決のための施策であり、今後の

進路指導の道筋を示している。「児童生徒が進路を主体的に選択・計画し、その後もよりよく適応できる資

質や能力を伸長する」という指導のポイントは、社会生活を送る上で欠くことのできない要素である。そ

こで、環境によりよく適応・進歩できる資質や能力を伸張するため、学級活動の中で進路について考えさ

せ、生徒一人ひとりが、かけがえのない人生を送る存在として互いに認め合い向き合う姿勢を育てること

が重要である。しかしながら、進路指導の現状は３年生に重点がおかれる事が多く、どの学校に進学する

かが中心となり、生徒の悩みもどの高校に進学すべきかという学校選択の悩みに終始しがちである。進路

相談の場面で一番感じることは、進路選択の中で「自分は何がしたいのか」などを、自分自身で真剣に悩

んでいる生徒が少ないことである。自分自身の進路について自問自答する中で、自己の個性を発見し、そ

れを生かしていこうという態度を育むことが自我に目覚めるこの時期の発達課題であるが、それがなされ

ないまま進学・就職することが多いように思われる。 
また、学級担任として進路指導にあたる時、学級活動の時間は学級の組織作り、行事のための準備や決

め事などに費やされ、時間をかけて継続的に進路指導を行っていくことが難しい現状があった。そのため、

「やりたいことがみつからない」という生徒の声に、十分に応えることができなかった。また、数年前か

ら教育相談中に気になっていることの一つに、傷つきやすい生徒が多くなっていることがあげられる。傷

つきやすく、自己肯定感が持てず、絶えずまわりの評価を気にしていることは、生徒の心の土台が不安定

になっている表れではないかと感じる。成功経験を積み、失敗への耐性を育て、受容され期待される中で

はぐくまれ、何事かに取り組むときの出発点となるのが、心の土台となるものではないだろうか。心の土

台となる経験を生徒に体験させることにより、よりよく生きたいという意欲を喚起させることが、私の学

級経営における大きな課題ではないかと感じている。 
その解決方法として、生徒の進路意識の育成から進路選択に到達するステップを意識した学級通信を発

行し、授業に利用することで、中長期的な視野や目先の受検に振り回されず、じっくりと進路を考える姿

勢を育てることに取り組みたい。また、エンカウンターによる集団体験学習で、自己理解を深め、自己肯

定感を高め、生徒一人ひとりがかけがえのない人生を送る存在として互いに認め合い向き合う姿勢を育て

ることで、仲間とともに進路を切り開く力が育つであろうと考えて、本テーマを設定した。 
 

Ⅱ 研究目標 

１．進路学習を意識した学級通信を発行することにより、生徒の進路意識の育成から進路選択に到達する

までのステップを意識させることで、中長期的な視野を持ち、じっくりと進路を考える姿勢の育成。 
２．話し合い活動を行うことにより自己理解や自己肯定感を高め、生徒一人ひとりがかけがえのない人生を

送る存在として互いに認め合い向き合う姿勢の育成。 

３．１年生を基礎として３年間を見通し、キャリア教育との関連を図った進路指導計画の見直し。 



  

Ⅲ 研究仮説 
１．基本仮説 
   話し合い活動の中で、進路学習を意識した学級通信を活用することで話し合い活動の内容の深まり、

構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）の集団体験学習を行うことにより自身のまわりの環境（人間

関係や社会との関わりなど）によりよく適応できる資質や能力が伸長され、進路を切り開いていく力が

育つであろう。 
２．具体仮説 

(１) キャリア教育の観点から進路学習計画を見直し、進路意識の育成から進路選択に到達するまでの
ステップを意識させる話し合い活動を行うことにより、進路を切り開いていこうという姿勢が育つで

あろう 
(２) 進路に関わる知識・情報を収集・活用することを意識した学級通信を発行し、その内容を話し合
い活動に利用する事により、進路に関わる知識・情報の収集や活用しようという姿勢が育つであろう。 

(３) 構成的グループエンカウンターを授業に取りいれることで、生徒自身が新たな面を発見し、肯定
的な自己理解が深められ、よりよい人生を送ろうという意欲が高まるだろう。 

 
     Ⅳ 研究の全体構想図 

め ざ す 生 徒 像

 日本国憲法
 教育基本法
 学習指導要領
 本県および本市の教育施策

自ら学習する生徒 　　（知）
心豊かな生徒　　　　　（徳）
健康で明るい生徒　　 （体）

①自ら課題を見つけ学習す

　る生徒

②自他を愛しおもいやりのあ

　る生徒

③心身ともに健康で明るくた

　くましい生徒
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・高い失業率やフリーターや
ニートと呼ばれる若年者の増加
・児童・生徒の職業観・勤労観
を育むための義務教育段階か
らの組織的・系統的なキャリア
教育の必要性の高まり

　　研　究　仮　説

　進路学習を意識した学級通信を発行し活用することで話し合い活動の内容を深め、構成的グループエンカウンターの集
団体験学習を行うことにより、自身のまわりの環境（人間関係や社会との関わりなど）によりよく適応できる資質や能力が伸
長され、進路を切り開いていく力になるであろう

・進路学習を意識した学級通信を発行するこ
とにより、生徒の進路意識の育成から進路選
択に到達するまでのステップを意識させるこ
とで、中長期的な視野を持ち、じっくりと進路
を考える姿勢の育成
・話し合い活動を行う中で、自己理解や自己
肯定感を高め、生徒一人ひとりがかけがえの
ない人生を送る存在として互いに認め合い
向き合う姿勢の育成
・１年生を基礎として３年間を見通し、キャリア
教育との関連を図った進路指導指導計画の
見直し

　１．文献や資料による理論研究
　２．進路に対する意識調査による実態把握
　３．進路学習計画の作成と進路に関する学級通信の内容の検討
　４．授業実践と授業後の分析
　　（学習指導案の作成と授業後の分析、生徒の感想などによる実態把握）
　５．検証授業と授業後の分析
　６．担当指導主事の助言

　　検証授業・分析・反省・考察

　　研究のまとめ・成果と課題

　　研　究　内　容

研　究　方　法

   ５．進路学習に対しての意識調査の実施、および分析
   ６．進路学習を意識した学級通信の内容のあり方
   ７．構成的グループエンカウンターの手法を用いた進路学習の
      工夫

　 １．進路指導の定義と目的
　 ２．進路指導の現状
　 ３．進路を切り開く力の定義
　 ４．進路学習計画の作成の仕方

 



  

     Ⅴ 研究内容 
１ 現在の進路指導について 
中学校学習指導要領で、進路指導は人間としての生き方に関する教育の一環として位置づけられ、「生

徒が自ら生き方を考え、主体的に進路を選択することができるように学校教育全体を通し、計画的・組織

的な進路指導を行うこと」と示されている。つまり、生徒が自らの将来をどのように生きたいかをイメー

ジさせ、その将来のプランをもとに生徒自身が今をどうすればよいのかを考えさせることが進路指導の目

的となる。この将来を見通した計画の中で、今の自分がどうすればよいのかを考えさせる（生き方を考え

させる）援助を行うことが進路指導の役割である。 
中央教育審議会答申の中でも「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図るためのキャリア教育（望まし

い職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身につけさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的

に進路を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校段階から発達段階に応じて実施する必要がある」と

述べられている。 
 進路指導の現状については、「国立教育政策研究所生徒指導研究センターの調査報告書」において、『従

来、進路指導において、発達段階ごとに育成すべき能力や態度を設けて取り組まれることは少なく、それ

が進路指導の取組の計画性や系統性を曖昧にし、特別活動、各教科、道徳などの有機的な関連づけが進み

にくい一因となっていると考えられる』と述べられている。実際、平成１５年度中頭地区教育課程研究の

概要（中学校・特別活動）の中にも、これまでの進路指導の課題として、「年間指導計画はあるが、計画ど

おり実施されていない」、「進路学習や進路に関する行事が単発で終わり、継続性がない」などがあげられ

ており、系統的・継続的な進路指導がのぞまれているのではないだろうか。 
 
２ 進路を切り開く力の定義 

図１は、『Benesse 教育情報サ
イト』の［教育発見隊アンケート］

の保護者向けのアンケートの一部

である。図１で顕著なことに、学

年があがるにつれ「子どもに将来

の夢がなさそうだ」と答える保護

者が増えていることがあげられる。

小学校低学年では１９.５％であ
るのに対し、中学生では２９.１％
と高くなっているのが特徴である。

先日行った嘉数中学校での生徒向

けアンケートでも、１年生と３年

生を比較すると、「夢がない」と答えた生徒は３年生には増えている。（１年生２１％、３年生３０％）

卒業や受検を前にして、「職業選択」・「受検」などの現実的な状況を受け止めて、実現が難しい現実を

知りつつある結果であると考えられる。 
しかし、自分の生き方について考える（「よく考える」・「少し考える」を合わせて）という生徒の割合

は、学年が上がるにしたがい上昇している（１年：６４.３％、３年：７６.６％）ことから考えて、学
年があがるにしたがって社会に目を向け始めていることも推察される。そこで、現実の大変さを知りつ

つもそれに立ち向かっていくことが大切になってくる。そして、周りに流されることなく「なりたい自

分」をしっかりとイメージし、それを実現するための方法を考え、生き方を探究していく力が必要なの

ではないかと思っている。このような力を、「進路を切り開く力」であると考えている。 
その具体的な内容は、国立教育政策研究所生徒指導研究センター「児童・生徒の職業観・勤労感を育

む教育の推進について」に記されている中学生段階における諸能力、つまり「人間関係形成能力」「情

【１ 今、お子さまには将来の夢があると思いますか？】 

 

図１．親の夢・子の夢【後編】のアンケートから 



  

報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」であり、それぞれの下位に分類される進路発達課題を達

成することでその能力が育成されるとされているものである。そのことを考慮し、１年生を基礎として

３年間を見通し、さらに、キャリア教育との関連を図った進路指導計画の見直しを行った。 
 
３ 進路指導計画の見直しについて 
（１）進路指導計画について 
中学校学習指導要領で、進路指導は人間としての生き方に関する教育の一環として位置づけられ、

「生徒が自ら生き方を考え、主体的に進路を選択することができるよう、学校教育全体を通し、計画

的・組織的な進路指導を行うこと」と示されている。これらを踏まえ、学校現場で、生徒にどのよう

な指導・援助を行うことが、進路指導計画を立案するためのポイントとなることは先に述べた通りで

ある。 
 進路指導は学校教育目標などに基づいて学級活動における進路指導計画を立案していくが、進路指

導の中心的な場である学級活動の年間計画などと関連づけるため、学級活動全体計画との融合を図り、

進路指導全体計画に即して計画するとともに、生徒の進路発達段階や課題を踏まえながら、指導の目

標や指導内容を設定し、題材や指導の時期を計画していかなくてはならない。特に、進路相談やキャ

リア・スタート・ウィークや高校訪問などの啓発的体験学習との関連などに配慮していくことが必要

である。また、各学年の指導のねらいや指導内容については、学習指導要領などを参考にし、題材相

互の関連を図りながら指導を系統化していくことがのぞまれる。 
学校教育では、教科指導などは子どもたちの発達段階に応じて展開されている。しかし、進路指導

では、そのことが十分に意識されて取り組まれてきたとは言い難い面がある。また、時代の変化とと

もに学校のみならず社会全体に生きることや働くことと学習内容を関係付けたり、発達段階に応じて

支援したりする場や機会が乏しくなってきていると思われるため進路指導の果たす役割は大きくな

っている。 

人間の成長・発達の過程には、いくつかの段階と各段階で取り組まなければならない発達課題があ

るが、こうした発達には、自己理解、進路への関心・意欲、勤労観、職業観、職業や進路先について

の知識や情報、進路選択や意思決定能力、職業生活にかかる習慣や行動様式および必要な技術・技能

などといったさまざまな側面が考えられ、中学校の３年間にスムーズで単一の流れをなすものではな

く、生徒の発達段階や発達課題に応じて、日常の生徒とのかかわりを含めた学級活動の中で、吟味・

修正しながら、繰り返し指導していくことが必要である。 
 

（２）生徒アンケートから見る進路指導計画の見直しの観点 
   進路指導計画を見直すことに関しては、指導にあたる教師側の意識だけで作成するのではなく、生

徒が主体的に進路を選択するためのニーズに応える事も必要であり、生徒の進路意識に関するアンケ

ート結果を参考にした見直しについて述べることにする。 
（このアンケートは１０月に実施。対象は１～３年生。全２２クラスの中から、各学年２クラスずつアンケートを行い集計した結果である。） 

①【生徒アンケート考察１】 
図２から「将来の生き方」を考えさせる

経験を持たせる 
 進路指導は、生徒に自分はどう生きた

いかを考えさせる援助をすることであ

ると考えているが、現在その指導が十分

に浸透していない可能性のあることが、

アンケート結果から分かる。特に、１年

生は将来の生き方を考える姿勢の素地

を作る学年であり、しっかりと考える機

会を与えることが必要である。 図２．将来の生き方について考えたことがあるか
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③【生徒アンケート考察３】  
図５から夢や希望を実現するためには、どのような

努力をすればいいかを考えさせる機会を設ける 
 夢や希望はあるが、どのように努力すればいいの

か分からない生徒が多いことが、アンケート結果か

ら分かる。夢や希望を実現させるために、計画の立

て方や情報の収集の方法を学ばせる必要があると考

えられる。 
 

④【生徒アンケート考察４】 

 
⑤【全国的なアンケート（中学を卒業した者へのアンケート）の考察】 
図７は、平成１１年３月に行われた文部科学省の「中学校における進路指導に関する総合的実態調査報

告書」にある中学校を卒業した者を対象にした「中学在学時に指導して欲しかった事柄」のアンケート結

果をもとに作ったものである。 
 内容を見ると、中学校を卒業した後は、「中学在学時に指導して欲しかった事項」に「自分の個性や適性

を考える学習」（５１.９％）、「進路選択の考え方や方法」（３６.１％）、「進路に関する情報の入手方法と
その利用の仕方」（３２.８％）の 3項目が上位を占めており、本校中学生のアンケート結果とは差異が見
られる。 

図３．夢（希望）があるか
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図４、将来なりたい職業があるか

41.4

39.1

45.3

30.0

43.5

35.9

28.6

17.4

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年

２年

３年
アある

イ興味の
ある職業
はある
ウない

 

②【生徒アンケート考察２】 
図３、図４から夢や希望を将来の職業に結び付けて考える指導が必要 
 夢や希望について「ある」と答えた生徒が全体の７５％いるのに対し、将来なりたい職業が「ある」と 
答えた生徒は４１％と低く、夢や希望を将来の職業に結びつけて考えていないのではないか。特に１年生 
の段階では、夢や希望の延長線に将来の職業をおいた夢や希望を膨らませる指導が必要である。 

図６から上級学校の種類や内容について

知らせる機会を設ける 
 上級学校の種類や内容については、１時

間の授業の中ではなかなか理解させるこ

とは難しい。そのため、授業以外に、生徒

にどのように伝達の機会を設けるかとい

うことを考える必要がある。 
職業についてもどのようなものがある

か分からないと回答する生徒も多いため、

同様に考える必要があると考える。学級通

信や教育相談の中に定期的に取り入れて

いく方法も考えられる。 

図６．先生方に話をして欲しいこと
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図５．夢に向かって努力しているか
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本校の中学生のアンケート結果は【アンケート考察４】にあるように、「上級学校の種類や内容につい

て」話をして欲しいという回答が３０.４％、「学力の向上の方法について」が２２.８％、「自分の個性や
適性を知る方法」が２０.３％と上位を占めている。これらの差がでた原因は、中学校在学時は当面の進路
選択である高校入試を意識して進学情報を求めていると思われるが、中学校を卒業した者を対象にしたア

ンケートの「中学在学時に指導して欲しかった事柄」の上位の項目（「自分の個性や適性を考える学習」「進

路選択の考え方」「進路に関する情報の入手の方法とその利用の仕方」など）は、中学校を卒業した者の実

感も含んだ長期的な観点に立った意見と考えられ、これらについても意識して指導を行う必要があると考 

図７．中学生の時に指導して欲しかった事項
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（３）保護者アンケートからみる進路指導 
 ①【保護者アンケート考察１】 

図８．子どもの進路決定のために必要だと思うこと
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②【保護者アンケート考察２】 

 
 図９．子どもの進路の情報をどのように得ているか
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回答が多い（５１％）。本校では、３年生を対象に「進路便り」が発行されており、保護者への情報の提供

に役立っていると思われる。また、進路指導を１年生から計画的に行ってほしいという保護者の要望もあ

り、１年生や２年生、その保護者を対象にした情報提供の方法を考えなくてはならない。その点でも、学

校から出される通信、とりわけ学級通信や進路だよりなどの果たす役割は大きい。進路指導に役立てると

いう意図を持って計画的・継続的に発行するこれらの通信は、保護者との連携に役立つと思われる。 

図８からも、進路指導の観点を再

確認できる。 
保護者の考えとして「進路に関

する情報」や「将来の生き方」「子

どもの性格や適性」を進路決定に

必要であるという結果が出てい

る。これは、先に述べた中学校を

卒業した者に対してのアンケート

と同様の結果であるため、進路指

導の観点として取り入れたい。 

図９から、保護者との連携のため

に進路に関する情報提供を行う必

要がある 
 「どのようにして進路の情報を

得ているか」という問いに対して、

１年生や２年生の保護者は新聞や

雑誌という回答が多いが、３年生

の保護者は学校からの文書という

えられる。 
現在の進路指導は、生徒のニーズに応え

る形で進学情報の提供に重きを置く傾向

があるのだが、「自分の個性や適性を考え

る学習」、「進路選択の考え方や方法」、「進

路に関する情報の入手方法とその利用の

仕方」など、将来を考える基礎となること

についても十分に理解させる必要がある。 

図７は「中学校における進路指導の総合的実態

調査報告書」より 



  

４ 進路指導を意識した学級通信のあり方 
（１）学級通信について 
学習指導要領では、特別活動の時間３５時間程度のうち「(2)個人及び社会の一員としての在り方、
健康や安全に関すること」と「(3)将来の生き方と進路選択に関すること」に、その２／３程度の時間
をあてることになっているが、その時間だけでは学習が充実していかないという悩みがある。そのた

め、生徒が進路に関する考え方を作り上げることができる日常的・継続的な実践が求められている。

学級通信は、生徒が比較的手軽に手にとることができ、継続的に多くの情報を学級の生徒に発信でき

るものであり、学級担任が生徒と接する時間が少ない中学校で、学級通信は生徒と心を通わす有効な

手立てのひとつであるといえる。それは、教師が生徒に自分のメッセージを伝える場となり、生徒が

授業とは違った視点で教師やその考えを理解する場になるであろう。 
また、思春期に入り保護者と話をしなくなるこの時期、生徒と保護者が家庭で読むことができ、話

題を共有できる学級通信を発行することができれば、教師と生徒・保護者をより結び付け、協力と相

互理解を深めることができるのではないだろうか。さらに、担任の手によりタイムリーに日常の教育

活動を伝えることで、教師の考えを理解してもらう良い機会になり、保護者や生徒の声を授業に生か

すこともできるというメリットがある。その結果、保護者も参加する進路学習を実践できるのではな

いか。 
保護者との連携の基本は生徒の実態の共通理解である。学級通信を通して両者の共通理解を図り、

学校として、親として、生徒に何をすべきかをともに考えるための問題提起の場としての学級通信を

活用したい。そのため、生徒の発達援助を学級通信作成のスタンスとし、学級通信を介して保護者を

生徒支援のパートナーとして巻き込むことができるのではないかと考える。また、本校の保護者のア

ンケート結果を見ても、３年生対象の「進路便り」の果たす役割は大きいが、内容については，生徒

の発達段階や進路学習計画を踏まえ、保護者の要望も取り入れて改善を図ることができるであろう。 
さらに学級通信を発行するために、さまざまな視点から生徒をみることで生徒理解が深まり、教師

の指導の過程を残す実践記録として大きな役割を果たすことになる。言葉と違って記録に残るもので

あり、繰り返し見直すことができることも実践の大きな助けになる。 
 

（２）進路学習を意識した学級通信の内容 
   学級通信は、単なる学校からのお知らせではなく、教師と生徒・保護者が語り合えるきっかけを与 
えてくれるものである。学級通信の内容に関しては、表１のように考える。 

表１．学級通信の内容 

① 生徒の行事などを具体的に取り上げる 
自分のことを知ったり知られたりすることによって、自分の置かれている立場を意識し、さらに 
他人の立場を考えていく事につながり、望ましい人間関係を作っていけるものと考える。 
② 学級の問題点などを取り上げる 
学級で、話し合う材料の提供につながる。関心を持たせ、問題解決の手がかりを提供することに

より、学級の問題をみんなで解決しようという雰囲気が作れるものと考える 
③ 進路情報を取り上げる 
進路情報は、生徒の必要に応じた情報であることがのぞまれる。その発達段階や進路学習の過程

に応じた内容を発信することで、進路に関して考える契機になると考える。 
    何か行動を起こす場合、そのことについて情報を収集する。何も知らない状態では不安で行動が

起こせない場合もあるからであるが、より良い選択を行うために進路情報は生徒が意思決定する際

に重要な役割を果たすと考えられる。たくさんの情報の中から目的を見出すことで、自分の目的が

はっきりと形をなし、必要な情報を集めることで候補が絞られ、もっと詳しい情報を求めさせてい

く流れを作ることが進路情報の役割である。 
進路という人生の重要な意思決定の場面にこそ、たくさんの情報が必要であり、進路に関する情

報量を増やし、情報の質を高めていくことで、進路選択の幅が広がるとともに生徒の可能性を広げ



  

ていくことに繋がるのではないか。進路学習は、職業や産業、上級学校などについて情報を集め、

様々な知識をもつことで自分がどのような進路を目指すかという進路の方向性や目標を定めるも

のである。 
このことを意識させ、学習を有意義に進めていけるようにするのが、「進路学習を意識した学級

通信」の役割ではないかと考える。そのための進路学習を意識した学級通信の内容を表２の観点で

分類して、授業内容などと照らし合わせて作成していくことにする。 
表２．学級通信の内容の分類 

     
 
 
 
  

さらに、学級通信を発行する際の注意として、次の２点をあげておく。 
      ・新しい情報を流すことを心がけ、テレビや新聞などで、簡単に手に入る情報でない教育の

情報を提供する。それは、意図的に実践研究を積むことにつながる。 
      ・自己肯定観を高めるかかわりができるような内容を心がける。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０．学級通信例 
 
（３）進路学習を意識した学級通信の活用 
  進路に関する学校からの情報発信としての学級通信などの果たす役割が大きいことや進路学習を

意識した学級通信の内容は先に述べたが、学級通信の効果的な活用方法について考えたい。 
  本研究では、月に一度の進路学習の前に学級通信を発行し、授業に活用することを行ってきた。そ

の大まかな流れを表３に示す。 
表３．学級通信活用の流れ 

①授業計画にそって関連する学級通信の内容を選定する。 
②学級通信を作成し、進路学習前に生徒に配布する。 
③学習ファイルに綴らせ、進路学習の授業の導入に使う。 
④学級に進路学習コーナーを作り、学習の流れをたどれるようにする。 
⑤月に一度ファイルを家庭に持ち帰らせて、家族と話をする機会を持たせる。 
⑥ファイルで保護者の考えや生徒の考えを確認する。 

  ２年生は「キャリア・スタート・ウィーク」に向けての取り組みを中心に、３年生は進学指導の一

環としての取り組みを内容の中心に学年全体で進路指導を行っており、通信の内容もそれを核として

 ①個々の生徒の必要に応じた情報 
  〈例〉高校や職業についての基本的な情報など 
②生徒に自分のニーズに応じて情報を収集させるための情報 
 〈例〉どのように調べたらよいのかという方法の収集の仕方や役立て方 
③「人生をどう生きたい」ということを考えさせる例 
  〈例〉スポーツ選手や企業家の話など 

 「自分を知ろう」の授業の発行
した学級通信 
自分を知る方法の一つの例 
として「ジョハリの窓」を 
紹介 
自分の知っている自分 
自分だけが知っている自分 
他人だけが知っている自分 
自分も他人も知らない自分 
 
自分にはいろんな面がある  



  

いくことになる。しかし、１年生は、その核となるこれといった取り組みがない。そのため、１年生

での進路指導の取り組みについては、各担任に任せられている現状がある。そこで、本研究では、１

年生の発達段階を考慮し、自己理解を深め、目標を見つけるための援助になる内容を意識して作成し

た。特に、生徒は、『ジョハリの窓』や『人物タイプテスト』、『頑張っている人の話』に多く興味を

示していた。それらの話題から、学習を導入することで、興味・関心が高まり、スムーズに進路学習

の内容に導入することができた。当初は、学級通信をなくしたり、持ってくるのを忘れたりする生徒

も多かったが、回を重ねるごとに意識付いてきたように思える。また、学習ファイルを家庭に持ち帰

らせることにより、学校での学習の様子を家庭に家庭からの意見を学校に届け、さらに、家庭で進路

に関する話をする機会ができ、学校と家庭の連携にもつながる取り組みになっている。しかし、ファ

イルを家庭に持って帰らない生徒やファイルを持って帰っても忘れてくる生徒も多く、どのようにす

れば家庭に確実に届き、学校に持ってこさせることができるのかを考えることが今後の課題となる。 
 
（４）学級通信への反応 
  研究教員として学級に不在ということもあるのかもしれないが、月に２回程度発行している学級通

信を配布したらすぐに読み始める生徒たちの様子から、心待ちにしてくれているように感じる。そし

て、「先生はこんな風に考えていたんだ」や「先生はこういうことを自分たちにしてほしいんだ」な

どという声や次の学級通信の参考になる声も聞かれるようになってきた。（表４） 
  保護者の意見は、進路ファイルの「家庭からひとこと」の欄に書いていただいているた。生徒が持

ち帰っている家庭の保護者からの反応も良く、多くの励ましや自分の子どもと進路について考えてい 
きたいという言葉が寄せられている。（表５） 
 

表4．学級通信に対する生徒の反応 
・「ジョハリの窓」が面白かった。いろんな自分を発見したい。 
・進路について少しだけど考えるようになった。 
・自分の夢を考えること、進路を考えることに役立っている。 
・自分の目標（好きなこと）を達成した人の話など、もっと載せて欲しい。 
・どんな仕事があるのとかを載せて欲しい。 
・これからの進路を考えるとき、参考になる話を載せて欲しい。 

表５．学級通信や進路ファイルに対する保護者の反応 
・具体的な目標を立てて、子どもと一緒に考えていきたいと思う。 
・見ることができて安心しました。学級通信や進路指導のプリントを見て、早くから将来の職業を意識さ

せて、とても良い取り組みをしている様子なのでびっくりしました。 
・高校受検や就職の話など、機会があるごとに、先輩達の失敗談や成功談を話してあげてください。特に

高校受検は、昨年度の校区改正などがあり不安ですから。 
・ファイルを見ながら、子どもと学校や授業のことについて話をすることができた。 
・子どもと話をしたが、内容についてあまり理解していないようだ。もう少し丁寧に教えてください。 
・１年生から、進路や職業について考えていくことは、とても素晴らしいと思います。もう一歩身近に感

じられるように、話し合う場を持つことも良いのではないでしょうか。 
・学級通信を通して、子ども達に語りかけることは、よいことだと思います。続けてください。 
・家では自分の意見を言わないので、子どもの考えていることが分かってよかった。 
・このファイルの中に、とても参考になる事柄があるので、いつも見ています。 

 
目的を持った学級通信を計画的に発行することで、生徒達の進路に対する意識に、「進路なんてまだ

早い」から「夢や目標を見つけたい」「進路について考え始めた」などの変化が見え始めている。また、

学級通信を進路ファイルに綴り、家庭に持って返すことによって、学級での様子を知らせるとともに保

護者の意見や要望も聞くことができ、保護者と連携して進路指導に取り組むことが可能であると実感し

ている。 
今後の実践では、保護者に参加してもらえる紙面を作っていきたいと思っている。 



  

５ 構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）の手法を用いた進路学習の工夫 
 （１）進路学習に構成的グループエンカウンター用いる理由 
  構成的グループエンカウンターは、『共通の課題を解決しながら、対象になるグループのメンバーが

互いに関係（リレーション）を深め「ふれあい」と「自己発見」を通しながら、集団体験による自己の

成長を図る事を目的にしているカウンセリングの技法の一つ』（八巻寛治「エンカウンター実践テキス

ト１号」）である。そして、進路指導とは生き方を考えさせる事を目標にしている「育てるカウンセリ

ングの代表例」（國分康孝編『進路指導と育てるカウンセリング』）であり、構成的グループエンカウン

ターと進路指導のねらいが合致している。そこで、進路指導を効果的に行うために、構成的グループエ

ンカウンターの手法を用いて進路指導を行うことにした。 
  次に、国立教育政策研究所が作成した「職業観・勤労観を育むための学習プログラムの枠組み」に基

づいた構成的グループエンカウンターの利用について述べる。「職業観・勤労観を育むための学習プロ

グラムの枠組み」は、職業的（進路）発達に関わる諸能力の育成の観点から、その諸能力を「人間関係

形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」の４つと位置付け、それを分類した能力

説明には、構成的グループエンカウンターのねらいとする能力の育成と関連する項目がある。それは、

「人間関係形成能力」中の「自他の理解能力」と「コミュニケーション能力」、そして、「意思決定能力」

の中の「選択能力」である。これらは、構成的グループエンカウンターを用いた指導により効果的に育

成できるのではないかと考えている。 
 
 （２）進路学習に用いる構成的グループエンカウンター 
  構成的グループエンカウンターのねらいは、大きく分けて２つであり、ふれあい（ホンネとホンネ

の交流）と自己発見（自分の思考・行動・感情への気づき）であり、考えの共有を図る場面や自己理

解を深める場面で効果的に活用できるのではないかと考えている。そして、自己実現を図ろうとする

時、その方法が分からないという生徒も多いことから、シェアリングにより色々な考えを知る手段と

しても活用できるのではないだろうか。また、ここでは、新しくエクササイズを開発するということ

よりも、出版されているエクササイズ集などを参考に、どの場面でどのようなエクササイズが有効で

あるかを考えていくことにする。 
 
（３）中学生の発達段階と構成的グループエンカウンター 
進路指導では生徒の発達段階を考慮して計画的に授業を組み立てることで、効果的な指導が行われ

ると考えている。その際、変化の著しい中学校で３年間を、各学年を２つの時期（生徒の内面に大き

な変化を生じる夏休みの前後）で区切って考えたい。それぞれの発達段階を踏まえた構成的グループ

エンカウンターについての考えを下記に述べる。 
各学年とも取り組みを始めた頃は自己開示に抵抗があるため、ワークシートを選択式にするなどの

工夫や○○テストの形式を利用し、生徒の心理に配慮することを忘れないようにしたい。 
  ① １年生前期〈入学～夏休み〉 

小学校から中学校へ入学して、大きな変化に直面する時期であり、中学校への適応をスムーズ

に行わなくてはならない時期である。そのため、担任やクラスメートとの関係作りを中心に、構

成的グループエンカウンターの授業を取り入れる事が望ましく、構成的グループエンカウンター

を行う素地作りや人間関係を築く上で重要なエクササイズを行いたい。また、自己開示に対して

の抵抗感をやわらげるエクササイズを行う必要がある。 
〈例〉「聞き上手・話上手になろう」「話し合いのレッドカード」「私はだあれ？」など 

  ② １年生後期〈夏休み～３月〉 
    ほとんどの生徒は中学校生活にも慣れ、中学生としての生活も落ち着く時期である反面、入学

時の希望に満ちた気持ちと現実とのギャップで挫折を味わう時期でもある。そのため、内面に揺

れを感じる生徒たちに落ちついて自分自身を見つめなおさせ、目標を持たせるためのエクササイ

ズが必要だと考える。シェアリングスキルの向上や具体的な例を考えられるエクササイズを行い

たい。 



  

〈例〉「シェアリング・ステップバイステップ」「竹の節目・私の節目」など 
  ③ ２年生前期〈進級～夏休み〉 
    １年生後期から引き続き生徒の内面の揺れの大きな時期である。しかしながら、この時期には、

「キャリア・スタート・ウィーク」があり、自分を見つめなおし将来への展望を広げる大きな転

機となる場合もあるため、その援助になるエクササイズを行いたい。 
    〈例〉「それってどんな自分？」「勉強で困っていることは何ですか？」「職場訪問のアポイン

トメント」など 
  ④ ２年生後期〈夏休み～３月〉 
    「キャリア・スタート・ウィーク」の取り組みも終わり、そのまとめの取り組みが必要となる。

また、ほとんどの部活動では最上級生としての役目が始まり、生徒会活動でも引継ぎが行われ、

リーダーとしての責任を感じ始める時期である。最上級生になるという自覚を促すとともに、３

学年での進学指導につなげるための取り組みを行いたい。 
    〈例〉「職業人になりきって」「究極の高校選択」「私の発達曲線」など 
  ⑤ ３年生前期〈進級～夏休み〉 
    部活動や生徒会活動、行事でも、リーダーとして活躍する反面、リーダーの責任を十分果たせ

なかったり、勉強面での現実をつきつけられ、不安になる生徒の増える時期である。そのため、

自分自身の現状を見つめなおさせたり、将来の目標などを再確認させたり、自分の価値観を確認

させる取り組みを行いたい。 
    〈例〉「ホウレンソウと提案」「私の価値観」「私は高校セールスマン」など 
  ⑥ ３年生後期〈夏休み～卒業〉 
    部活動を引退し、行事などでもリーダーの役目を終え、中学生活のまとめの時期である。また、

本格的な受検勉強に入り、生徒たちは自分自身のことだけに目を向けがちになる。周囲に目を向

け、自分自身が支えられていることや、自分自身が周囲からも認められていることを自覚させる

取り組みをしたい。 
    〈例〉「迷える子羊と宝探し」「私は面接官」「別れの花束」など 
    これまで述べた①～⑥に例としてあげた構成的グループエンカウンターのエクササイズは、

『構成的グループエンカウンター エクササイズ50選』（吉澤克彦編著）、『エンカウンターで学
級が変わるPert② 中学校編』國分康孝監修、『エンカウンターで進路指導が変わる』（片野智冶
他6名編集）の中に紹介されているものである。 

 
Ⅵ 授業実践 

１．［検証授業１］について 
（１）日 時：平成１８年１月１９日（木）５校時 
（２）対 象：１年３組 男子１８名 女子１９名 
（３）題材名   「好きなこと・したいこと」 
（４）題材設定の理由 
   ① 教材観 
    現在、ニートやフリーターの増加が社会問題となり、キャリア教育の重要性が高まっている。文

部科学省においても、初等中等教育におけるキャリア教育を「児童生徒一人一人のキャリア発達を

支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度を育てる教育」と

し、進路指導をその中核として位置付け、キャリア教育を推進している。 
心身ともに大きく変化する時期であり、自己の生き方を考え始める時期であると言われている中

学生の時期のキャリア教育は重要であり、３年間のキャリア教育のスタートラインに立つ１年生に

は、進路学習は夢や希望を育む学習、そして、夢や希望をどのように実現させるかを考える学習で

あって欲しいと考えている。 



  

昨年行ったアンケートで、「夢や目標を持っている」と答えた生徒は約８割いるのに対して、「夢

や目標をかなえるための努力をしている」と答えた生徒は少なかった。そこで、将来に夢を膨らま

せると同時に、実現に向けて努力をするための手立てを考えさせる経験が必要であると考える。そ

こで、暫定的な夢や目標を持ち、それを実現させるために何が必要なのかを考えさせる経験をもた

せることにより、主体的に将来を選択する姿勢が育つと考え、本題材を設定した。 
   ② 生徒観 
    １０月から月に一度の進路学習に取り組んできた。１学期から自分の進路について考える必要性

を話してきたつもりだが、当初は「進路学習」という言葉になじめず「１年生なのに」「まだ早い」

等の声が聞かれ、進路に関する意識の薄さを実感した。その後、進路学習にエンカウンターの手法

を取り入れることで、だんだん抵抗感が薄らいできたように思う。しかし、自分の将来について真

剣に考え始めている生徒がいる反面、ほとんどの生徒が高校へ進学する現状からか「高校に行って

から考えればいい」という考えの生徒も多い。 
   自分の進路について考えて欲しいという願いから学級通信を発行しているが、配布時は手にとっ

て読むのだが、進路を考えることと結びつけて考えられていない現状があり、配布方法や授業での

利用の仕方、学級での掲示方法を工夫することで、少しずつ意識付けを行っている状況である。 
もともとあまり自分の意見を発表することの苦手な生徒も多いことや、エンカウンターの授業を

定期的に行いはじめてまだ３ヶ月ということもあって、うまく自己開示ができない生徒もいるが、

進路学習を定期的に行うことで、自分の進路に関して興味を持ち始めている生徒は増えてきている

ように感じる。 
しかし、夢や目標を持ってはいてもそれを実現させる方法がわからないという生徒も多く、夢や

目標の実現のための手立てを考えさせる経験をもつことで、長期的・計画的な考え方を理解して欲

しいと考えている。 
③ 指導観 
現在、高校進学率が９７％を超え、進路選択といえばどこの高校に進学するのかが関心事となり、

生徒たちの意識の中でも進路の選択といえば高校進学のことと捉えがちな現状がある。また、「将

来どのような職業につきたいか」と生徒に聞くと、「なんとなくだけど公務員」「考えたことがない」

という答えがかえってくる。その原因を考えると、世の中にどのような職業があるのかを知らない

ということもあるが、仕事に夢を持って生きている人がたくさんいるということを知らないことが

大きな原因ではないかと考える。 
進路選択は、高校を選択する・職業を選択するという単純なものではなく、将来の生き方の選択

である事を理解させ、中・長期的な視野で進路を考える姿勢を育てたい。そこで、「自分が何をし

ているときが楽しいのか」「どんなときに幸せを感じるのか」などを考えることで、どのような職

業に就きたいということを考えさせ経験をもたせるために、今回の授業では将来の生き方に関する

学習の一環として、将来の生き方を考えるために大事な自分の興味・関心の方向性を確認させたい。 
（５）指導計画 

日時 内 容 ね ら い 教 師 の 支 援 

10月 進路に関する意識調査

アンケートの実施 生徒・保護者の実態把握 実施のねらいを理解させる。 

10/28 目標を持つ 
目標を持つことの重要性を理解

させ、目標に近づくための方法を考

えさせる 

SGEを用いて和やかな雰囲気を作り、自己開示を
促す。身近な手本を探すようにアドバイスをする。 

11/25 
自分の興味のある仕事

につく方法などを調べ

る 

社会の中にはたくさんの仕事が

あり、色々な役割を果たしているこ

とを知らせる。また、自分で調べる

方法を試させる。 

インターネットで検索するためのサイトや方法を

知らせる。また、今後の利用についてもアドバイ

スする。 

12/ 8 色々な価値観を知る 
自分や他の生徒の価値観の方向

性を知り、自己理解・他者受容を深

めさせる。 

SGEを用いて和やかな雰囲気を作り、自己開示を
促す。価値観に正誤はないという事を理解させる。 



  

『１３歳のハローワーク』公式ホームページや「職業データベースの世界へよ

うこそ」などのホームページで、自分の興味のある仕事につくためにどうすれば

よいかを調べ、ワークシートに記入する。時間がなくてあまり調べられなかった

生徒は、この後も進路室や図書館を利用していろいろな情報を手に入れることが

できる事を指導した。 

1/19 

本時 
好きなこと・したいこ

と 

自分の興味・関心や生き方の方向

性に気づき、将来について考えさせ

る。 

SGEを用いて和やかな雰囲気を作り、自己開示を
促す。自分の興味・関心を生かすことを考えさせ

る。 

2月 進路計画を立ててみよ

う 暫定的な進路計画を立てさせる。 長期的な視野にたって計画を立てることの重要性

を理解させる 
 
（６）検証授業までの授業実践の記録 
  エンカウンターの授業を行う場合、ただ１回の授業実践で効果が現れるというものではなく、計画

的・継続的な指導を実践することにより、効果が徐々に現れるものである。そこで、月に１度の進路

学習を次のように実践してきた。 
   ①第１回授業実践（日時：平成１７年１０月２８日 ５校時） 
    ア．題材名･･･････････････『目標を持つ』 
    イ．資 料････････････････学級通信例１ 
    ウ．構成的グループエンカウンター例･････『先輩の姿から学ぶ』 

          
    

 
 
エ．生徒の反応（授業後の感想から） 

」 
 

 
 
 
 
 
②第２回授業実践（日時：平成１７年１１月２５日 ４校時） 

    ア．題材名･･･････････････『自分の興味のある仕事を調べよう』 
    イ．資 料････････････････学級通信例２ 
    ウ．インターネット使用････ 
 
 
 
 
    エ．生徒の反応（授業後の感想から） 
        

 
 
 
③第３回授業実践（日時：平成１７年１２月８日 ５校時） 
ア．題材名･･･････････････『自己理解・他者理解』 

    イ．資 料････････････････学級通信例３ 
    ウ．構成的グループエンカウンター例･･････「いろいろな価値観を知ろう」 

          
 
 

体育祭終了後という時期を利用して、「すごいな」と思う先輩を探し、それを目標にして、２年後の自分

の姿を想像させる。その後、グループ内で発表させ、思いを共有する。目標を持てたら、まずは、目標に

なる人を探し真似をすることで目標に近づけることを指導した。 

「具体的な目標は持っていた方が良いということが分かった。」 
「なりたい先輩をはじめて考えて、先輩を目標に頑張りたいと思った。」 
「自分で２年後までにやりたい目標ができたので、良かったです。」 
「みんなそれぞれ色々ないい考えがあっていいなと思いました。今日聞いた中でいい意見があったら、それを真似

したいです。それと、自分の目標が立てられたから良かったです」 
「自分がなりたいと思う人やなってみたいと思う人を目標にする事が大切だと思いました。」 

「仕事がたくさんあるのがわかった。」 
「今まで仕事について調べたことがなかったから、楽しかった。」 
「調べながら、仕事につくって大変なんだなと思った。」 
「関連したいろんな仕事の事もわかったから良かった。」 

自分の価値観を知るワークシートに自分の考えを記入させ、自分の価値観がどのような傾向があるのかを考え

させ、それをグループで発表することで、いろいろな価値観があることを知らせる。価値観には、どれが正し

いとかどれが間違っているということはないということを指導した。 



  

    エ．生徒の反応（授業後の感想から） 
 

 
 
 
（７）本時の学習 
   ① ねらい 

自己理解を深め、将来どんな生き方をしていきたいのか、どんな仕事をしていきたいのかを考え

るために、「自分の興味・関心」がどのような方向に向いているかを確認させる。また、他の生徒

の考えを聞くことで、色々な考えがあることを知り、他者受容を深めさせる。 

   ② 授業の仮説 
ア．構成的グループエンカウンターを授業に取り入れることで、自分の新たな面を発見し、肯定

的な自己理解が深まり、より良い生活を送ろうという姿勢が育つであろう。 
イ．興味・関心の方向性を知ることで、進路計画作成への意欲が高まるであろう。 
ウ．事前に発行した学級通信を読むことで、授業に対する理解が深まるであろう。 

   ③ 本時の展開 
活 動・指 導 内 容 授業の 

流れ 生徒の活動 教師の働きかけ 
◎指導・援助の留意点 
●評価（方法） 

導 
入 
10 
分 

○教師の話を聞く ○学級通信の内容に触れなが

ら、今日の授業の目標について

説明する 

◎今日のエクササイズは、自分の

進路を見定めるために重要な事

であると伝わるようにする 
 
 
 
 
 
展 
 
開 
 

30 
 
分 

○教師の話を聞く 
 
 
 
 
○教師の話を聞いて気づいた

こと感じたことを発表する 
○自分が「好きだ」・「やって

みたい」と思うことをワーク

シートにそって書き出す。 
 
 
 
○グループを作り、順番にイ

ンタビューをする 
 ・「あなたは何が好きか」 
 ・「何がやりたいか」など           

○聞いたことをワークシート

にまとめ、感心のメッセージ

を書く 

○自分の体験を話す 
 
 
 
 
○気づいたことや感想を述べ

させる 
○生徒の考えをワークシート

に記入させる 
 
 
 
○それぞれのグループ内で発

表させる。（インタビュー形式

をとり、発表者に質問を受けさ

せる形で、グループ内で発表さ

せる） 
 
○インタビューした内容をワ

ークシートに記入させ、「感心

のメッセージ」を書かせる 

◎教師の自己開示が生徒のモデ

ルとなるので、簡潔に話をする 
●真剣に話を聞いているか 
（表情など） 
 
◎「よく気が付いた」等と誉める 
 
◎ワークシートに記入中は、机間

指導を行いながらアドバイスを

行う 
◎書けない生徒には、そばによっ

て一緒に考える 
 
●グループの生徒の考えを尊重

しながら、意欲的に活動している

か 
（表情・話し合いの様子） 
 
◎感心のメッセージは、良い事を

意識して書くようにさせる。 

ま 
と 
め 
10 
分 

○「振り返りのワークシート」

を記入する 
 
○教師の話を聞く 

○「振り返りのワークシート」

を記入させ、今日の授業を振り

返らせる 
○今日の授業のまとめをする 

●振り返りのワークシートに真

剣に取り組んでいるか 
（ワークシートや記入の様子） 
◎あまり教訓めいた話にしない

ようにする 
   ④ 本時の評価 
    ア．グループ内で生徒が意欲的に活動できたか。 
    イ．生徒が自分や他の生徒の新たな面（良い面）を発見できたか。 

「自分がこんな傾向であるとは思わなかった。」 
「みんなの結果を聞いて、びっくりしたり、そうだなと思ったりした。」 
「いろんな考え方があるんだなと、あらためて思った。」 



  

   ⑤資料 

  
図１１．［検証授業１］で使用した学級通信 

「日本一の斬られ役」といわれる福本さんについて紹介。名前も載らない脇役を４０年以上も 
務めてこられた理由を考えさせる。 
 

 
図１２．［検証授業１］で使用したワークシート 

 



  

２．［検証授業１］の授業研究会 
 （１）授業者の反省 
   生徒はとても頑張ってくれていたが、「失敗した」というのが正直な気持ち。授業を指導案通りに終

えるべきか迷っていた。授業をしながら、以前の研究授業のことが頭に浮かんだ。その時も、最初に

説明したことが、生徒の頭の中で後半の授業展開につながらなくて、途中から苦労した。もう少し丁

寧に授業の導入時に説明すべきだったと思う。途中、意図する方向とは別の方向に生徒の意識がずれ

た時、方向修正をすべきだと判断して、指導案通りの授業を打ち切ったことはよかったのかどうか。 
また、普通の学級活動の授業では、日常生活の中での事前指導が細かくできるのだが、このように

飛び込み授業に近い形での授業は、難しかった。 
 
 （２）意見および感想 
   ○「失敗」とは思わない。とても難しい授業であるが、とても大事なことを学ぶことのできる授業

であった。これからの、特に来年の職場体験時の１年３組の生徒達がどのように活躍するのか、

期待している。 
   ○最初は、「進路なんてこんなには早くから考えなくてもいいのではないか」という意見も多かった

が、先生の授業を受けていくうちに、自分の進路について考える生徒が増えてきたように思う。

朝の読書の時間などにも、職業についてかかれているものを読んでいる生徒もいるし、学級通信

などももらったその場で真剣に読んでいる。まだ、あまり表面にはでていないが、生徒たちの内

面はきっと成長していると思う。 
   ○研究目標の３にある「１年生を基礎とした３年間を見通したキャリア教育の計画」というのは、

本当にこれから考えていかなくてはならないことだと思う。その意味で、このような授業を行う

ことは大事だと思う。 
   ○生徒の状態を見て、これではいけないと感じた時に授業を進めず、いったん授業を止めて全体の

前で再確認をしたのはさすがだと思った。 
 
 （３）指導助言 
    授業としては失敗だとはいえないが、あえて失敗だということでその原因を考えると、２つの観

点から考えられる。 
１つ目は、それだけテーマが難しいということ。進路指導は特別活動や他の分野とも関連させて、

系統だった指導をしていくことが重要である。中学１年生の幼さが想像以上であることからして、

中学校の３年間の成長はとても大きいはず。その中で、１年生の授業としてどのようなものが効果

的なのかを考えながら、学年全体として共通認識を持って、普段から指導することが大事。 
    ２つめは、流れの中での問題。構成的グループエンカウンターのワークシートは、書き込み式の

ものでは抵抗感があるのではないか。○・×式などを先にすると入りやすかったのではないか。こ

の問題などは、エンカウンターの工夫として研究する必要がある。また、日常生活のいろいろな場

面で指導しながら授業ができないのはやはり難しいという事がいえる。 
進路学習は、それだけを独立して考えがちだが、学級活動の一環として位置付けられる活動であ

る。また、社会現象としておかしいなということが起こっている現在、適切な指導を考える時期に

きているのではないか。このような進路指導の実践を広げていければと思う。 
 
３．［検証授業２］について 
   ［検証授業２］は、指導案通りに授業ができなかった［検証授業 1］の失敗の原因を検討し、同じ
題材でその原因に対処するための工夫をした授業である。授業の流れは、［検証授業１］の通りでは

あるが、指摘のあったワークシートを生徒が具体的に捉えやすい内容に変更し、改めて授業を行った。 
（１）～（４）および（６）･････［検証授業１］と同内容なので〈省略〉 



  

（５）指導計画･････前時までは検証授業１と同内容なので〈省略〉 
日時 内 容 ね ら い 教 師 の 支 援 

1/19 好きなこと・したいこ

と 
自分の興味・関心や生き方の方向
性に気づき、将来について考えさせ
る。 

SGEを用いて和やかな雰囲気を作り、自己開示
を促す。自分の興味・関心を生かすことを考え
させる。 

1/27 

本時 

好きなこと・したいこ

と（検証授業のやり直

し） 

自分の興味・関心が生き方の方向

性に気づき、将来について考えさせ

る。 

SGE を用いて和やかな雰囲気を作り自己開
示をしやすいワークシートを使用して、自分の

興味・関心を生かすことを考えさせる。 

2月 進路計画を立ててみ

よう 
暫定的な進路計画を立てさせる。 長期的な視野にたって計画を立てることの重要

性を理解させる 
 
（７）本時の学習 
   ① ねらい 

自己理解を深め、将来どんな生き方をしたいのか、どんな仕事をして生きたいのかを考えるた

めに、「自分の興味・関心」がどのような方向に向いているかを確認させる。また、他の生徒の

考えを聞くことで、色々な考えがあることを知り、他者受容を深めさせる。 
② 授業の仮説 
ア．構成的グループエンカウンターを授業に取り入れることで、自分の新たな面を発見し、肯定

的な自己理解が深まり、より良い生活を送ろうという姿勢が育つであろう。 
イ．興味・関心の方向性を知ることで、進路計画作成への意欲が高まるであろう。 
ウ．事前に発行した学級通信を読むことで、授業に対する理解が深まるであろう。 

   ③ 本時の展開 

   ④ 本時の評価 
     ア．グループ内で生徒が意欲的に活動できたか。 
     イ．生徒が自分や他の生徒の新たな面（良い面）を発見できたか。 

活 動・指 導 内 容 授業の 
流れ 生徒の活動 教師の働きかけ 

◎指導・援助の留意点 
●評価（方法） 

 
導入 
10分 

○教師の話を聞く ○これまでの授業の流れを振
り返り、今日の授業の目標につ
いて説明する 

◎今日のエクササイズは、自分の進
路を見定めるために重要な事であ
るということが伝わるようにする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 

 
30分 

○教師の話を聞く 
 
 
 
○教師の話を聞いて気づい
たこと感じたことを発表す
る 
○自分の考えをワークシー
トにそって書き出す 
 
○グループ内で、順番にイン
タビューする形で質問をす
る 
 ・「あなたは何タイプです
か」 
 ・「その中で興味のある仕
事は何ですか」  など 

○聞いた事をワークシート
にまとめ、「感心のメッセー
ジ」を書く 

○教師の体験を話す 
 
 
 
○気づいたことや感想を述べ
させる 
○生徒の考えをワークシート
に記入させる 
 
 
○それぞれのグループ内で発
表させる。（インタビュー形式
をとり、発表者に質問を受けさ
せる形で、グループ内で発表さ
せる） 
 
○インタビューをしたことを
ワークシートに記入させ、「感
心のメッセージ」を書かせる 

◎教師の自己開示が生徒のモデル
となるので、簡潔に話をする 
●真剣に話を聞いているか（表情な
ど） 
◎「よく気が付いた」などと誉める 
 
◎ワークシートに記入中、机間指導
でアドバイスを行う 
◎書けない生徒には、一緒に考える 
 
●グループの生徒の考えを尊重し
ながら、意欲的に活動しているか 
（表情・話し合いの様子） 
 
 
◎「感心のメッセージ」は、良いこ
とを意識して書くようにさせる。 

まとめ
10分 

○「振り返りのワークシー
ト」を記入する 
 
○教師の話を聞く 

○「振り返りのワークシート」
を記入させ、今日の授業を振り
返らせる 
○今日の授業のまとめをする 

●「振り返りのワークシート」に真
剣に取り組んでいるか 
（ワークシート記入の様子） 
◎教訓めいた話にしない様にする 



  

⑤資料 
表５．授業で使用したワークシート 

写真１．グループでの発表の様子 

 
写真２．ワークシート記入の様子 

  
４．分析及び考察 
 （１）具体仮説１の検証 
キャリア教育の観点から進路学習計画を見直し、進路意識の育成から進路選択に到達するまでのステッ

プを意識させる話し合い活動を行う事により、進路を切り開いていこうという姿勢が育つであろう。 

図．１３中学生でも「将来について考える
必要がある」と思うようになったか

46%

54%

0%
ア思うようになった

イ少し思うように
なった

ウ思わない

図．１４将来に向けの計画が必要な事が
わかったか

38%

62%

0%
アよく分かった

イ分かった

ウ分からなかった

 

図．１５将来どんな職業につくか決めた
時、色々 な情報を集めようと思うか

96%

4%

アはい

イいいえ

 
記述式のアンケート結果でも、「自分を見つめ直すことができた」「将来について考えることができ

た」「将来の事を考えていなかったが、今日も将来に続いているんだなと思った」「これからいろんな

ことに興味を持って、進路を決めていきたい」という言葉があり、進路について前向きに考えはじめ

「興味のあること」って 
 

１．「あなたはどんな人？」のテスト結果は 

（       ）に興味があり、（     ）的で（      ）な

人である（   ）タイプだ。 

 

２．どんな仕事が向いているとかかれていたか？ 

 興味のある順番に３つ書きましょう。 

①         ②         ③ 

 

３．なぜ、興味がありますか？ 

 ① 

 ② 

 ③ 

 

４．３の仕事に就くためにどのような努力が必要だと思いますか？いくつで

も次の中から選んで○をつけよう。 

 ①勉強を頑張る   ②その仕事について調べる 

 ③その仕事に関する勉強ができる高校や大学・専門学校に行く 

 ④今からその仕事の練習をする 

 ⑤社会のルールを守る   ⑥時間のけじめをつける 

 ⑦みんなと協力する   ⑧その他（            ）詳しく 

 

５．苦しくても仕事を続けていくために必要なものは、何だと思うか？ 

 

昨年10月は、「将来の生き方について考えた事があ
るか」に対して、３６％の生徒が「考えない・あまり

考えない」という回答であったが、１月の「中学生で

も将来について考える必要があるか」(図１３)には、
全員必要があると考えるようになったと回答してい

る。また、将来についての計画の必要性に関して(図
１４)、全員が「よく分かった・分かった」と回答し
ている。そして、自分の進路を考える中で、情報を集

める必要性を感じている様子が図１５からも分かる。 



  

ていることが分かる。つまり、３年間で育てるべき「なりたい自分をしっかりとイメージし、それを

実現するための方法を考え、生き方を探求する」という「進路を切り開いていこうという姿勢」が、

１年生のこの時期に育ちつつあると考えられる。 
 
（２）具体仮説２の検証 

 構成的グループエンカウンターを授業に取り入れることで、生徒自身が新たな面を発見し、肯定的な

自己理解が深められ、よりよい人生を送ろうという意欲がたかまるであろう。 

図．１６自分自身を見つめたり考えたりする場
面はありましたか？
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図．１７友だちの気持ちを考えたり受け入れた
りする場面はありましたか？
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（３）具体仮説３の検証 
 進路に関わる知識・情報の収集・活用を意識した学級通信を発行し、その内容を話し合い活動に利用

する事により、生徒に進路に関わる知識・情報を収集・活用しようという姿勢が育つであろう。 

図．１９進路についての学級通信の
内容は役に立ったか
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4%
アはい

イいいえ

図．２０将来どんな職業につくか決めた
時、色々 な情報を集めようと思うか
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図．１８自分の事で新しい発見があったか 
81% 

19% ア発見が 
あった 
イ発見はな
かった 

構成的グループエンカウンターの授業の中で、「自分自身

を見つめたり考えたりする場面があるか」（図１６）で、「は

い・だいたい」が７７％、「友だちの気持ちを考えたり受け

入れたりする場面があるか」（図１７）は、「はい・だいた

い」が７０％、それぞれ「いいえ」と答えた生徒がいない

ことから、「自分自身を見つめたり考えたりする場面」や「友

だちの気持ちを考えたり受け入れたりする場面」を設定で

きることがわかる。 
また、８１％の生徒が「自分の事で新しい発見があった」

と回答しており、構成的グループエンカウンターの授業を

行うことは、自己理解を深める事に有効だとわかった。そ

れが、肯定的な自己理解かということだが、自分にも周り

にも厳しい見方をすることの多い時期の生徒であので、ち

ょっとしたことでも良い点だと話した。その後の挙手によ

る確認では、ほとんどの生徒が「自分や友人の良い点を見

つけられた」と挙手していたことから、良い面の発見に注

目した授業との併用で、さらに効果があがると思われる。 
「よりよい人生を送ろうという意欲」に関しては、記述

式のアンケートで、「自分の良い所や自分が他人の役に立っ

ているなど、プラス思考で考えたい」「自分がやりたい仕事

を見つけて頑張っていこうと思う」「誰にも負けない努力を

して、目標を達成しようと思う」といった前向きな回答が

全体の８３％もあり、構成的グループエンカウンターの授

業は、「よりよい人生を送ろうという意欲」を喚起するのに

役立っていることが分かる。 



  

進路に関する情報を載せた学級通信に関してのアンケート（図１９)では、９６％の生徒が役立つ
と答えており、「４ 進路指導を意識した学級通信のあり方」の学級通信への反応のように、自分の
夢や将来の事を考えること役立つという意見が多い。また、「将来どんな職業につくか決めた時、

色々な情報を集めようと思うか」(図２０)に対しても４％(１人)以外は、「はい」と答えており、意識
は高まっている。１０月のアンケートでは、夢や目標を達成するための努力についてわからないと

答えた生徒が半数を超えていたが、今回は、「今は、勉強を頑張る」(１９％)や「興味のある仕事に
ついて調べる」(２３％)「その仕事に就くために役立つ高校や大学に行く」(１８％)などと、具体的
な事を示せるようになり、学級通信を活用することで効果があったということができると思う。 

 
Ⅶ 研究の成果と課題 

１．研究の成果 
 （１）進路学習計画の見直しを生徒・保護者などの観点から確認でき、進路学習計画（案）の作成がで

き、計画に沿った進路学習を行うことで効果があがるということが検証できた。 
 （２）構成的グループエンカウンターの授業で、生徒の自己理解と他者受容の深まりが確認できた。 
 （３）生徒同士の関係作りという観点から、構成的グループエンカウンターの効果を確認できた。 
 （４）学級通信について再確認することができ、生徒とのコミュニケーション、保護者との連携が可能

になるということが確認できた。 
 （５）進路学習計画を意識した学級通信の発行やそれを授業の中で利用することで、生徒の進路意識が

高まった。 
２．今後の課題 
 （１）学校生活全体（特別活動、道徳、総合的な学習など）を通じた進路指導のあり方の検討。（学校の

現状に即した進路学習計画の見直し） 
 （２）３年間を見通したキャリア教育と進路指導を関連させた実践の工夫。 
 （３）進路学習で利用する構成的グループエンカウンターの開発。 
 （４）保護者との連携のための工夫と実践。 
３．終わりに 
  この半年間の研修では、大変貴重な時間を過ごさせていただきました。ここでの研究を今後の教育実

践で生かせるように努力していきたいと思います。 
  本研究を進めるにあたってご指導くださいました沖縄県立総合教育センター主事の田里光夫先生、当

研究所所長の玉城勝秀先生、研修係長の上原等先生、研究所の職員の皆様に深く感謝申し上げます。 
  また、研究の機会を与えてくださいました嘉数中学校前校長の仲本賢輝先生、ならびに嘉数中学校校

長比嘉康雄先生、アンケート回収や検証授業などでいろいろご協力くださいました嘉数中学校の職員、

そして、同期研究員の宮城先生に深く感謝申し上げます。 
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   職業観・勤労観を育むための学習プログラムの枠組み            資料１ 
現実的探索と暫定的な選択の時期 

職業的（進路）発達に関わる諸能力育成の観点から 

職業的（進路）発達に関わる諸能力 
領 
域 領域説明 能力説明 

・肯定的自己理解と自己有用感の獲得 
・興味・関心などに基づく職業観勤労観の形成 
・進路計画の立案と暫定的選択 
・生き方や進路に関する現実的探索 

【自他の理解能力】 
 自己理解を深め、他者の多様な

個性を理解し、互いに認め合う事

を大切にして行動していく能力 

・自分のよさや個性が分かり、他者のよさや感情を

理解し、尊重する 
・自分の言動が相手や他者に及ぼす影響が分かる 
・自分の悩みを話せる人を持つ 

 
人

間

関

係

形

成

能

力 

他者の個性を

尊重し、自己の

個性を発揮し

ながら様々な

人々とコミュ

ニケーション

を図り協力・共

同して物事に

取り組む 

【コミュニケーション能力】 
 多様な集団・組織の中で、コミ

ュニケーションや豊かな人間関

係を築きながら、自己の成長を果

たしていく能力 

・他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築こう

とする 
・人間関係の大切さを理解し、コミュニケーション

スキルの基礎を習得する 
・リーダーとフォロアーの立場を理解し、チームを

組んで互いに支えあいながら仕事をする 
・新しい環境や人間に適応する 

【情報収集・探索能力】 
 進路や職業などに関するさま

ざまな情報を収集・探索するとと

もに必要な情報を選択・活用し、

自己の進路や生き方を考えてい

く能力 

・産業・経済などの変化に伴う職業や仕事の変化の

あらましを理解する。 
・上級学校・学科などの種類や特徴及び職業に求め

られる資格や学習歴などが分かる 
・生き方や進路に関する情報を、様々なメディアを

通して調査・収集・整理・活用する 
・必要に応じ、理解した情報に創意工夫を加え、提

示。発表・発信する 

 
 
 
情

報

活

用

能

力 

 学ぶことの

意義や役割及

びその多様性

を理解し、幅広

く情報を活用

して、自己の進

路や生き方の

選択に生かす 
【職業理解能力】 
様々な体験を通して、学校で学

ぶことと社会・職業生活との関連

や、今、しなければならないこと

などを理解していく能力 

・将来の職業生活との関連の中で、今の学習の必要

性や大切さを理解する 
・体験などを通して、勤労の意義や働く人々の様々

な思いが分かる 
・係、委員会活動や職場体験などで得たことを、以

後の学習や選択に生かす 
【役割把握・認識能力】 
 生活、仕事上の多様な役割や意

義及びその関連などを理解し、自

己の果たすべき役割などについ

ての認識を深めていく能力 

・自分の役割やその進め方、より良い集団活動のた

めの役割分担やその方法がわかる 
・日常生活や学習と将来の生き方の関係を理解する 
・様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自己の

生き方を考える 

 
 
将

来

設

計

能

力 

夢や希望をも

って将来の生

き方や生活を

考え、社会の現

実を踏まえな

がら、前向きに

事故の将来を

設計する 

【計画実行能力】 
目標とすべき将来の生き方や

進路を考え、それを実現するため

の進路計画を立て、実際の選択行

動などで実行していく能力 

・将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわしい職

業や仕事への関心・意欲を高める 
・進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分の目

指すべき将来を暫定的に計画する 
・将来の進路希望に基づいて当面の目標を立て、そ

の達成に向けて努力する 

【選択能力】 
様々な選択肢について比較検討

したり、葛藤を克服したりして、

主体的に判断し、自らにふさわし

い選択・決定を行っていく能力 

・自己の個性や興味・関心などに基づいて、より良

い選択をしようとする 
・選択の意味や判断・決定の過程、結果には責任が

伴うことなどを理解する 
・教師や保護者と相談しながら、当面の進路を選択

し、その結果を受け入れる 

 
 
意

思

決

定

能

力 

自らの意思と

責任でより良

い選択・決定を

行うとともに、

その過程での

課題や葛藤に

積極的に取り

組み克服する 

【課題解決能力】 
 意思決定に伴う責任を受け入

れ、選択結果に適応するとともに

機能する進路の実現に向け、自ら

課題を設定してその解決に取り

組む能力 

・学習や進路選択の過程を振り返り、次の選択場面

に生かす 
・より良い生活や学習、進路や生き方等を目指して

自ら課題を見出していくことの大切さを理解する 
・課題に積極的に取り組み、主体的に解決していこ

うとする 
 



資料２ 
目標：自分をみつめ他の人を見つめ、希望をもって意欲的に生活する 

※「中学生と進路」（沖縄県中学校進路指導研究会 日本進路指導研究会 編 実業之日本社 発行）に準拠して作成 
※学級通信には、適宜「お仕事紹介」のコーナーを設ける。 
※色つきの部分はエンカウンターの手法を用いて授業を実施することが可能な題材である。 

学 習 内 容 
題 材 月 時

数 目 標 
指導の重点 生徒の学習活動 

資料 
中学生と進路 

学級通信での 
進路学習の内容 

進路学習と
は何か 

４ １ ○進路決定まで
の流れを理解さ
せ、普段の努力が
大切な事を理解
させる 

○打ち込めるも
のを持ち計画を
立てて毎日を過
ごす大切さに気
づかせる 

○進路決定まで
にどのような努
力が必要かを話
し合う 

○「進路の学習
とは何だろう」
p26 

○進路について
考えよう 

将来の希望 ５ １ ○自分の将来の
希望について考
え、達成するため
には、普段の努力
が必要なことを
理解させる 

○生徒の希望調
査をもとに、ど
のようにすれば
よいかを考えさ
せる 

○小学校の時の
夢について発表
させ、実現させ
るための方法を
考える 

○スタディプラ
ン「夢の百字作
文を書こう」p22 

○生きがいのあ
る人生ってどん
なものか 

自分の特性
を知ろう 
 
 
 
 

６ 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 

○自分を見つめ、
長所や短所を考
えることにより、
将来の希望との
関係を考えさせ
る 
 

○自分を知るた
めの資料を示
し、自分の長所
や短所について
考えさせる 
 
 

○ジョハリの窓
について学習
し、自分だけで
は的確に自分を
把握することが
難しいことを学
ぶ 

○「ジョハリの
窓」 
○「自分を見つ
めるポイント」
P52 
 

○ジョハリの窓
で、自分自身を知
り、成長させよう 

自分を伸ば
そう 

７ １ ○自分の長所な
どを伸ばすため
に努力の大切さ
を理解させる 

○学習の他の学
校生活を充実さ
せることで、自
分の個性を伸ば
すことができる
ことに気づかせ
る 

○学級生活や学
校生活における
自分の役割や参
加意欲について
考え、話し合う 

○「自分につい
てのまとめの
例」p54 

○「先輩に学ぶ～
先輩を目標に～」 

働くことの
意義 

９ １ ○働くことの意
義（能力の発揮や
生活の維持、社会
への参加など）に
ついて考えさせ
る 

○「働くことと
は何か」につい
て考えさせる 

○働くことの意
義について考
え、話し合う 

○「この職業は
何だろう」p29 

○毎日遊んでい
られれば幸せか 

いろいろな
職業 

10 １ ○自分の関心の
ある職業を認識
し、これを深く知
ることへの意欲
を持たせる 

○進路情報の重
要性や探索方法
を知り、進路情
報活用に意欲を
持たせる 

○インターネッ
ト等での情報収
集の仕方を知る 
｢１３歳のハロ
ーワーク｣や｢職
業データベース
の世界へようこ
そ｣等のHPを利
用 

○スタディプラ
ン「知りたい職
業について調べ
よう」p32 

○いろいろな職
業と適性につい
て 

中学校を卒
業後の学ぶ
道 

11 １ ○中学校卒業後
にどのような進
路があるか理解
させる 

○基本的な進路
コースについて
理解させる 

○人生モデルを
もとに、どのよ
うな進路をとれ
ばよいのかを話
し合う 

○人生モデル学
習のためのワー
クシート 

○中学校を卒業
のいろいろな道 

進路計画を
立てよう① 

１ １ ○自分の将来の
希望を実現させ
るために進路計
画の必要性を理
解させる。さらに
実行することの
大切さを考えさ
せる 

○進路に対する
心構えを理解さ
せる 

○自分はどのよ
うなことに興味
があるかを考
え、お互いに発
表しながら、自
分の進路の方向
性を探る 

○「設計も計画
もなく生きてき
た」p64、「将来
の進路の計画と
はどのようなも
のだろう」p65 

○自分自身を見
直す～興味や適
性～ 

進路計画を
立てよう② 

２ １ ○実際に暫定的
な進路計画を立
てさせる 

○自分の将来の
進路について考
えさせ、努力点
を見つけさせる 

○自分の進路計
画を立てる（20
年後の自分な
ど） 

○スタディプラ
ン「将来を設計
し、進路を計画
してみよう」p64 

○なりたい自分
になるには 

第１学年進路指導年間計画（案） 



資料３ 
目標：自分の進路との関わりから、自分の学校生活を見直す 

学 習 内 容 
題 材 月 時

数 目 標 
指導の重点 生徒の学習活動 

資料 
中学生と進路 

学級通信での進
路学習の内容 

働くことの
目的と意義 

５ １ ○自分なりの働
く意義を考える
ことにより、働
くことや職業へ
の興味・関心を
高めさせる 

○ 働 く こ と に
様々な意味があ
ることを理解さ
せる 
○働く上で大切
にすることは、人
によって違うと
いうことを理解
させる 

○なぜ働くのか、
働く上で何を大
切にしたいかを
話し合って発表
する 

○｢なぜ働くの
か｣p12～ 

○進路は一生の
自分探し 

職業とは何
だろう 

６ １ ○自分を取り巻
く身近な職業の
理解から、生活
と職業のかかわ
りや大切さを理
解させる 

○身近に様々な
職業があること
を理解させ、自分
がどんな職業に
関心があるかを
考えさせる 

○ある 1 日に出
会ったり、見かけ
たりした人の職
業を列挙して、情
報交換する 

○｢私達の生活
と職業｣P30 

○働く人から学
ぶ 

自分の適性
について考
える 

６ 
 

１ 
 

○「適性」とは、
どのようなこと
かを理解させ、
自分の進路選択
や進路計画に生
かしていける能
力を養う 

○適性と進路を
結びつけて考え
させ、自分の適性
について興味を
抱かせる 

○適性とはどの
ようなものかを
考え、適性につい
て前向きな意見
を出し合う 

○｢自分の長所
を知っている
か｣p60 

○自分を見直そ
う 

職場体験学
習に向けて 

７ １ ○職場体験学習
に向けての諸注
意を理解させる 

○職場における
マナーなどにつ
いて理解させ、職
場体験学習が有
意義なものにな
るように意識さ
せる 

○教師の話を聞
き、分かったこと
をメモする。体験
学習への抱負を
持つ 

○職場体験学
習へのワーク
シート 

○昨年度の感想
など 

進路学習の
大切さを知
ろう 

９ １ ○「進路学習は
何のために行う
か」という進路
学習の目的の理
解を深めさせる 

○進路学習で知
っておかなくて
はならないこと
を理解させる 

○簡単な事例を
もとに問題点を
話し合い、解決策
を考える 

○ワークシー
ト｢問題点を発
見しよう｣ 

○進路室の利用
について 

不得意教科
の勉強法(自
分を高める
学習法) 

10 １ ○日頃の学習を
振り返り、自分
を高める学習法
を身につけさせ
る 

○学習に対する
悩みを自分なり
に自覚し、みんな
で共有させる 

○学習の悩みを
互いに語り合い、
助言しあうこと
で、解決への糸口
をつかむ 

○｢私が感じて
いる学習の悩
み｣p18 

○こんな人はお
ないかな？ 

高校の種類
と学科の特
色 

12 １ ○進路情報の活
用方法等の理解
と上級学校に着
いての理解を深
めさせる 

○具体的な進路
情報をきっかけ
に、自分の具体的
な進路選択に向
けて考えさせる 

○何人かで上級
学校について調
べ、調べた感想を
発表する 

○｢校種別・学
科別の資料｣ 
p52 

○進路室の利用
状況とインター
ネット検索につ
いて 

進路計画を
立てる 

１ １ ○自分の生き方
を十分に意識し
た進路計画を作
り、進路選択に
向けての意識を
高めさせる 

○進路計画を立
てる目的につい
て理解し、立案す
る上でのポイン
トを考えさせる 

○各自で進路計
画を立て、グルー
プで見せ合い、感
想を述べ合う。 

○｢進路計画を
立てるポイン
ト｣p64～ 

○一生のライフ
プランを作って
みよう（例） 
｢あの偉人は何
をしていたか｣ 

最上級生に
向けて 

３ １ ○３年生の生活
をイメージし、
進路に関する意
識や心構えの向
上を図らせる 

○将来の進路を
見据え、最終学年
をイメージする
事で、前向きに最
終学年としての
自覚をもたせる 

○1年間を振り返
り、３年生にどう
生かしていけば
よいかをまとめ、
最上級生として
の心構えを持つ 

○｢２年生を振
り返ってみよ
う｣｢３年生を
イメージしよ
う｣p68～ 

○｢1年間の出来
事～行事や学級
の取り組み～｣ 

※学級通信には、適宜「お仕事紹介」や職場体験学習のコーナーを設ける。 
※「中学生と進路」（沖縄県中学校進路指導研究会 日本進路指導研究会 編  実業之日本社 発行）に準拠して作成 
※色つきの部分はエンカウンターの手法を用いて授業を実施することが可能な題材である。 

第２学年進路指導年間計画（案） 



資料４ 
目標：主体的な進路選択とより良い自己決定 

学 習 内 容 
題 材 月 時

数 目 標 
指導の重点 生徒の学習活動 

資料 
中学生と進路 

学級通信での進
路学習の内容 

希望の実現
に向けて 

４ １ ○自分の学習の実態
を評価し、将来の自
分のあり方を考えな
がら、改善するべき
ことを認識させる 

○過去の学習
データをもと
に、1年間の学
習に対する心
構えを確認さ
せる 

○学習上の問題
点を出し合い、
どのように解決
したらよいのか
を話し合い、自
分にあった学習
計画を立てる 

○｢学習に関す
るチェック表｣
p8 
｢計画を行動に
移そう｣p9 

○今の自分を見
つめよう 

先輩の姿に
学ぶ 

５ １ ○卒業生の声を聞
き、進路選択のため
の検討すべき要素や
踏まえるべき段階に
ついて理解させる 

○身近な例か
ら進路学習に
ついての理解
を深めさせる 

○卒業生の体験
を聞いて、自分
の進路について
考える 

○｢進路決定ま
での道すじ｣
p15 

○卒業生のプロ
フィール 

生き方につ
いて考える 

６ 
 

１ 
 

○自分の進路選択の
最終的な目標とし
て、将来の希望職業
や働く意味・希望す
る生き方を改めて考
えさせる 

○生きがいの
ある人生とは
何かを考えさ
せ、自分の人生
について考え
させる 

○生きがいがあ
る生活について
話し合い、生き
がいのある生活
は様々な考え方
がある事を知る 

○｢生きがいを
持って働くこ
とは？｣p20 

○ニート・フリ
ーターって何？ 
○先輩の話のま
とめ 

進学先を調
べてみよう 

７ １ ○進路情報を収集・
活用することの大切
さを理解させる 

○情報を正確
に読み取り、ど
のように活用
するかを考え
させ、進路選択
に生かさせる 

○希望する進路
先を十分理解し
ていないとどう
いう問題がある
のか理解し、進
路先を調べる活
動計画を立てる 

○｢２人の先輩
の体験談｣p22 

○高校見学会や
説明会参加への
心構え 

学習の問題
点や悩みを
解決しよう 

９ １ ○学習への不安はみ
んなが持っている事
を知り、原因理解と
解決策を考えさせる
ことにより、受検へ
の心構えを持たせる 

○具体的な学
習の悩みにつ
いての解決策
を考えさせる 

○学習に対して
不安に思ってい
ることを発表し
あい解決策を話
し合う 

○｢みんなはど
のような学習
の悩みを持っ
ているのだろ
う｣p38 

○自分の力にあ
わせた勉強の計
画 

自分につい
てまとめよ
う 

10 １ ○自分の成長を肯定
的に捉えさせ、客観
的に自分と進路希望
を見つめなおさせる 

○自分を理解
する方法に取
り組ませ、情報
の選択を考え
させる 

○自分を知る視
点を具体的に知
り、どんな特色
があるか考える 

○｢自分の特色
を表す視点を
考えよう｣p35 

○自分のよさ発
見カード 

自己を生か
す進路のあ
り方 

11 １ ○進路選択に向けて
の現状を把握させ、
進路相談への意欲を
喚起させる 

○進路選択の
検討に向けて
の要素と手順
を確認させる 

○進路選択の手
順を再確認、い
つまでに何をす
べきか考える 

○｢進路選択の
手順を確認し
よう｣p32 

○受検校決定の
条件 

受検期の生
活 

12 １ ○受検期の過労や動
揺を克服するための
具体策を考えさせる 

○受検期の健
康保持の工夫
と規則正しい
日常生活の送
り方を考えさ
せる 

○健康保持の個
人の取り組みの
他、学級の対処
法を話し合う 

 ○私の生活バラ
ンスチェック 

進路の最終
決定 

１ １ ○進路選択に向けて
必要な準備・手続き
を理解し、自分の人
生設計から進路を決
定する 

○進路決定に
向けての自分
の課題を確認
させる 

○進路選択に不
足している部分
を考え、話し合
いを行う 

○｢進路決定で
相談すべきポ
イントとは｣
p52 

○入試直前の勉
強方法 

中学生活の
まとめ 

２ １ ３年間の学習を振り
返り自分の成長を確
認させるとともに、
多くの人に支えられ
てきたことに感謝の
気持ちを持たせる 

○様々な出会
いや思い出を
振り返り、成長
を自覚させる 

○各自で３年間
を振り返り、発
表しあう 

○｢中学３年間
を振り返って
みよう｣p62～ 

○自分が決めた
道を最良のもの
にしよう 

※学級通信には、適宜「お仕事紹介」や進路情報のコーナーを設ける。 
※「中学生と進路」（沖縄県中学校進路指導研究会 日本進路指導研究会 編  実業之日本社 発行）に準拠して作成 
※色つきの部分はエンカウンターの手法を用いて授業を実施することが可能な題材である。 

第３年進路指導年間計画（案） 


